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寄せられた台風12号被害での義援金

住民と　ともに協働のまちづくり



平
成
22
年
度
の
決
算
は
、
一
般
会
計
で
は
、

歳
入
八
十
四
億
一
千
三
百
三
十
三
万
円
と
な

り
、
前
年
度
七
十
八
億
四
千
四
百
二
十
三
万

円
と
比
べ
る
と
、
金
額
で
は
五
億
六
千
九
百

十
万
円
、
割
合
に
し
て
、
七
・
三
％
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
、
八
十
二
億
六
千
四
百
二
十
一
万

円
で
前
年
度
の
七
十
七
億
四
千
九
百
四
十
一

万
円
と
比
べ
て
金
額
で
は
五
億
一
千
四
百
八

十
万
円
、
割
合
に
し
て
六
・
六
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
き
ま
す
と
一
億
四
千

九
百
十
二
万
円
が
残
り
、
こ
の
中
か
ら
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
お
金
七
百
二
十
一
万
円
を
引

き
ま
す
と
一
億
四
千
百
九
十
一
万
円
が
残
り

ま
す
。

こ
の
金
額
が
平
成
22
年
度
の
黒
字
額
と
な

り
ま
す
。
単
年
度
収
支
で
は
四
年
連
続
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
は
、
景
気
悪
化
の
影
響
に
よ

り
、
町
税
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
地
方
交
付

税
の
増
や
臨
時
交
付
金
の
活
用
、
第
三
保
育

所
売
却
に
よ
る
財
産
収
入
な
ど
に
よ
り
、
歳

入
が
増
加
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
も
、
学
校
施
設
等
の
耐
震

補
強
事
業
や
子
ど
も
手
当
、
奈
良
県
市
町
村

財
政
健
全
化
貸
付
金
に
よ
る
借
換
え
な
ど
に

よ
り
、
増
加
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
も
黒
字

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
町
の
通
常

の
経
費
と
分
け
て
、
そ
の
経
費
を
賄
う
特
別

会
計
も
老
人
保
健
特
別
会
計
を
除
く
五
会
計

全
て
が
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。（
※
老

人
保
健
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

度
で
廃
止
）

企
業
会
計
も
黒
字

上
牧
町
の
公
営
事
業
と
し
て
水
道
事
業
が

あ
り
ま
す
。

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
水
道

料
金
の
収
入
に
よ
る
独
立
採
算
で
運
営
を
行

っ
て
い
る
水
道
事
業
の
決
算
は
、
収
益
的
収

支
と
資
本
的
収
支
に
分
け
ら
れ
、
収
益
的
収

支
は
経
営
状
況
を
、
資
本
的
収
支
は
建
設
投

資
の
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

二

年

連

続

の

黒

字

昨昨
年年
にに
続続
いい
てて
黒黒
字字
化化
達達
成成

平
成
22
年
度
決
算
報
告

■平成22年度各会計決算の総括表 

歳　入 
（収入済額） 
（A） 

歳　出 
（支出済額） 
（B） 

翌年度への 
繰越財源 
D

実質収支 
 
C-D

差し引き 
 

C（A-B） 

一般会計 84億1,333万円 82億6,421万円 1億4,912万円 721万円 1億4,191万円 

26億1,813万円 23億6,545万円 2億5,268万円 0万円 2億5,268万円 

1億9,357万円 1億8,883万円 474万円 0万円 474万円 

7億7,886万円 7億7,565万円 321万円 0万円 321万円 

4億8,909万円 4億4,961万円 3,948万円 0万円 3,948万円 

510万円 1,717万円 △1,207万円 0万円 △1,207万円 

12億1,093万円 11億8,942万円 2,151万円 0万円 2,151万円 

1,032万円 392万円 640万円 0万円 640万円 

975万円 975万円 0万円 0万円 0万円 

869万円 838万円 31万円 0万円 31万円 

国民健康保険 

老人保健 

住宅新築資金等貸付事業 

後期高齢者医療 

下水道事業 

収益的収支 

資本的収支 

介護保険（保険事業勘定） 

　　　　（介護サービス事業勘定） 

水道 

事業 

企
業
会
計 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計 
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歳　入 歳　出 

　　財産収入･使用料･手数料ほか 
5億2,799万円（6.3％） 

交付金ほか 
3億88万円（3.6％） 

労働費･議会費・ 
農林水産業費・商工費 
1億9,976万円（2.4％） 

積立金ほか 
4億2,669万円（5.1％） 

自
主
財
源
 

投
資
的
経
費
 

一
般
行
政
経
費
 

義
務
的
経
費
 

依
存
財
源
 

町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
 

源
。
全
体
の
３
割
程
度
で
す
。
 

国
や
県
の
決
定
で
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
や
町
債
な
ど
。
歳
入

の
７
割
が
、
国
や
県
の
決
定
に
左
右
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

【目的別】 

84億1,333万円 82億6,421万円 

【性質別】 

歳出を見るときは、目的ごとに区分し
たものと、性質ごとに区分したものの
２種類の構成グラフがあります。 

将
来
残
る
施
設
な
ど
に
か
か
る
経
費
 

行
政
運
営
上
の
一
般
的
な
経
費
 

そ
の
支
出
が
、
義
務
づ
け
ら
れ
、
任
意
に
は
削
減
で
き
な
い
経
費
。

こ
の
割
合
が
増
え
る
と
、
財
政
は
硬
直
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
 

■平成22年度歳入歳出決算　平成22年度の一般会計歳入歳出決算の内訳は、下のグラフのとおりです。 

　
歳
入
の
種
類
 

◆
町
　
債
　
一
度
に
多
く
の
お
金
が
必
要
で
、
そ
の
年
の
収
入
だ
け
で
は
賄

　
い
き
れ
な
い
事
業
の
た
め
に
、
町
が
国
や
銀
行
か
ら
借
り
た
お
金
 

◆
国
・
県
支
出
金
　
町
が
国
や
県
に
代
わ
っ
て
行
う
事
業
や
公
益
性
の
高
い

　
事
業
に
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
お
金
 

◆
地
方
交
付
税
　
国
が
市
町
村
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
す
る
お
金
 

◆
負
担
金
・
使
用
料
な
ど
　
特
定
の
事
業
の
経
費
に
充
て
る
た
め
、
そ
の
事

　
業
の
受
益
者
な
ど
が
負
担
す
る
お
金
 

◆
町
　
税
　
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
町
た
ば
こ
税
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
か

　
ら
の
税
金
 

 　
歳
出
の
種
類
 

◆
議
会
費
　
議
会
の
活
動
に
要
す
る
経
費
 

◆
消
防
費
　
消
防
や
救
急
、
防
災
な
ど
に
要
す
る
経
費
 

◆
土
木
費
　
道
路
・
公
園
・
町
営
住
宅
の
管
理
、
ま
ち
づ
く
り
に
要
す
る
経
費

◆
教
育
費
　
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
な
ど
の
教
育
施
設
、
公
民
館
、
文
化
の
向
上

　
な
ど
に
要
す
る
経
費
 

◆
衛
生
費
　
健
康
診
断
、
予
防
接
種
、
ご
み
処
理
な
ど
に
要
す
る
経
費
 

◆
総
務
費
　
庁
舎
の
管
理
、
運
営
、
徴
税
事
務
、
戸
籍
関
係
事
務
、
選
挙
、

　
統
計
調
査
、
広
報
な
ど
役
場
を
運
営
す
る
た
め
の
全
般
的
な
経
費
 

◆
民
生
費
　
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の
福
祉
な
ど
に
要
す
る
経
費
 

◆
公
債
費
　
町
の
借
入
金（
町
債
）の
返
済
に
要
す
る
経
費
 

一
人
あ
た
り
八
万
八
千
円
の
税
負
担
で
 

三
十
四
万
三
千
円
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
！
 

　
町
の
歳
入
は
、
町
税
の
ほ
か
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
歳
出
は
、
比
率
の
高
い
順
に
、
民
生
費
、
公
債
費
、
教
育
費
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

町民１人あたりに 
換算すると… 

行政サービス 

34万3千円 

8万8千円 

税金 

町債 
10億9,625万円（13.0％） 

国県支出金 
17億6,691万円（21.0％） 

地方交付税 
26億1,387万円（31.1％） 

町税 
21億743万円（25.0％） 

民生費 
19億3,241万円（23.4％） 

公債費 
19億1,588万円（23.2％） 

教育費 
15億7,665万円（19.1％） 

総務費 
11億5,911万円（14.0％） 

衛生費 
6億7,078万円（8.1％） 

土木費　5億267万円（6.1％） 

消防費　3億695万円（3.7％） 

公債費 
19億1,588万円（23.2％） 

人件費 
14億2,200万円（17.2％） 

扶助費 
9億516万円（11.0％） 

物件費 
8億7,648万円（10.6％） 

繰出金 
7億5,957万円（9.2％） 

補助費など 
6億7,784万円（8.2％） 

普通建設事業 
12億8,059万円（15.5％） 
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万円単位以下は端数切捨て 

■基金の内訳 ■町債の状況（平成22年度末現在高）  

財政調整基金 一般会計 4億　627万円 116億1,374万円 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 

下水道事業特別会計 

水道事業会計 

合　　　　　　計 

3,102万円 

44億　907万円 

1億4,712万円 

162億　 95万円 

減債基金 5,224万円 

公共施設整備基金 114万円 

その他の基金 856万円 

住宅新築資金等貸付事業基金 1,451万円 

国民健康保険財政調整基金 5,870万円 

介護給付費準備基金 2,183万円 

長寿社会福祉基金 1,671万円 

合　　　　　　　計 5億7,996万円 

一
般
会
計
 

特
別
会
計
 

平成22年度　主な取組事業 

総務費 

防犯灯等台帳作成業務委託事業 191万円 

民生費 

静香苑環境施設組合分担金 1億578万円 

地域子育て創生事業   126万円 

学童保育運営事業･延長保育促進事業補助金 3,065万円 

　町内にある防犯灯及び水銀灯、消火栓、防火水槽

の位置図をデータ化しました。 

　長時間保育を必要とする生徒（児童）を対象に保育

を行い、子どもたちの健全な育成に努めました。 

土木費 

道路整備事業 3,707万円 

　道路整備を行うことで、住みよい町づくりを推進

しました。 

公債費 

公債費適正化事業 3億7,288万円 

　公債費の抑制のため、繰上償還や奈良県市町村財政

健全化貸付（無利子）を活用した借換を実施し、後年度

の利息の軽減と単年度償還額の圧縮を行いました。  

町営第2住宅耐震診断事業 803万円 

　昭和56年以前建設の建物について、耐震診断調査

を棟単位で実施しました。 

下水道費 

公共下水道事業  7,433万円 

464万円 

　北上牧・五軒屋・服部台の各地区の面的整備工事を

実施し、人口約50人、面積で3.0haの整備を完了しま

した。  

消防費 

地域防災計画策定事業 515万円 

　近年における災害の特徴や教訓、防災対策の進展及

び防災基本計画や県地域防災計画等を踏まえて、現行

の町地域防災計画を拡充及び再編して策定しました。 

流域下水道事業 

　処理場設備の更新と増加する汚水流入に対処する

ため機器及び施設を増設しました。 

教育費 

学校施設耐震化事業 8億2,656万円 

　上牧小学校･上牧第二小学校･上牧中学校において、

地震により倒壊・崩壊する危険性が高い校舎や体育

館を優先的に耐震化することで、児童生徒の安全を

確保しました。 

太陽光発電システム設置工事 7,223万円 

　上牧小学校･上牧第三小学校･上牧中学校において、

25kwの太陽光パネルを設置することにより、環境教

育・地球温暖化対策の充実及び経費の削減を図るこ

とができました。 

図書施設整備事業 732万円 

　図書館サービスの向上のため、インターネットを

利用した図書蔵書検索システムを導入しました。また、

視聴覚機器の更新と視聴覚資料（ＤＶＤ）、図書資料

の充実を図りました。 

町民プール改修工事 2,523万円 

　町民プールオープンに伴い、設備の更新を行いました。 

衛生費 

妊婦一般健康診査委託事業  910万円 

　妊婦の健康診査の一層の徹底を図るため、医療機

関及び助産所に委託して妊婦の保健管理の向上及び

経済的負担の軽減を行いました。 

　第一子を生後1～3ヶ月未満に全戸訪問をし、産婦

や児の健康管理と保育に関するアドバイスを行いまし

た。また、満1歳頃に再度訪問し、児の成長記録を継

続して把握し、保護者の育児上の相談を受けました。 

女性特有のがん検診推進事業 283万円 

　従来、地方交付税措置されているがん検診事業に加

え、受診勧奨事業方策の一つとして、一定の年齢に達

した女性に対し、女性特有のがんである子宮頸がん及

び乳がんについて、検診無料クーポン券と検診手帳を

配布し受診率を高めました。 

　3町合同斎場「静香苑」を運営するための経費を支

出しました。 
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平
成
19
年
６
月
、
財
政
破
綻
を
未
然
に
防
ぐ

事
を
目
的
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
五
つ
の
財
政
指
標
が
設
け
ら

れ
、
こ
の
指
標
が
基
準
値
を
超
過
し
た
と
き
に

は
、
財
政
健
全
化
の
た
め
の
計
画
策
定
や
地
方

債
の
発
行
制
限
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

（単位：％） 

指　標　名 早期健全化基準 

-

-

23.8

14.87

19.87

25.0

350.0245.9

上牧町（平成22年度） 

①実質赤字比率 

②連結実質赤字比率 

③実質公債費比率 

④将来負担比率 

（単位：％） 

特別会計の名称 経営健全化基準 

-

-

20.0

20.0

上牧町（平成22年度） 

　水道事業会計 

　下水道事業特別会計 

※①②については、実質赤字額と連結実質赤字額がないため「-」で表示しています。

①実質赤字比率：一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示します。

②連結実質赤字比率：一般会計等だけでなく、国民健康保険事業、介護保険事業などの特別会

計や水道事業、下水道事業などの公営企業会計も含めた上牧町全体の赤字や黒字を合算し、

上牧町の赤字の程度を指標化し、地方公共団体運営の深刻度を示します。

③実質公債費比率：一般会計等の公債費（借金の返済額）だけでなく、公営企業会計などの公債

費に充てるための繰出金や葛城地区清掃事務組合、静香苑環境施設組合等に係る公債費に対す

る負担金なども含めた実質的な公債費の額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示します。

④将来負担比率：地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のあ

る負担金などの現時点での残高の程度を指標化し、数値が大きくなるほど将来見込まれる負

担が大きく、将来の財政運営を圧迫する可能性の高さを示します。

※資金不足が生じていないため「ー」で表示しています。

・資金不足比率：公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較し

て指標化し、経営状態の深刻度を示します。

財政健全化計画完了報告

上
牧
町
で
は
、
平
成
21
年
度
決
算
で
毎

年
の
借
金
返
済
額
（
実
質
公
債
費
比
率
）
が

大
き
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、「
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
く
早
期
健
全
化
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
人
件
費

の
削
減
や
施
設
の
整
理
合
理
化
な
ど
行
財

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
平
成

22
年
度
決
算
で
早
期
健
全
化
団
体
か
ら
脱

却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
住
民
の
か
た
が
た
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
、
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

・
町
税
な
ど
の
滞
納
処
分
の
強
化
を
図
る
た
め
、
預
金
な
ど
の
差
押

さ
え
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
人
件
費
は
計
画
ど
お
り
削
減
し
ま
し
た
。（
職
員
採
用
の
抑
制
、

特
別
職
と
一
般
職
の
給
与
や
手
当
の
カ
ッ
ト
の
継
続
、
議
員
報
酬

の
カ
ッ
ト
の
継
続
な
ど
）

・
公
債
費
の
繰
上
償
還
、
借
換
え
に
よ
る
利
息
の
削
減
と
元
金
償
還

額
の
平
準
化
を
図
り
ま
し
た
。

・
今
後
の
弾
力
的
な
財
政
運
営
を
補
う
た
め
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

み
立
て
を
実
施
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
措
置
の
実
施
状
況

今
後
の
財
政
の
運
営
の
方
針

（単位：％） 

 

内　　容 

  実質赤字比率 

実績 実績 計画値 計画値 

計画初年度 
（平成21年度） 

最終年度 
（平成22年度） 

  実質公債費比率 

1.50

26.4

0.69

26.8

-

26.8

実績 

-

23.8

-

24.8

平成 
20年度 

平
成
22
年
度

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
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・
職
員
数
及
び
給
与
等
の
適
正
化
に
努
め
る
。

・
公
共
料
金
等
の
定
期
的
な
見
直
し
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
見

合
っ
た
適
切
な
料
金
設
定
を
実
施
す
る
。

・
町
有
施
設
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
も
業
務
委
託
な
ど
民

間
活
力
の
導
入
を
進
め
る
。

・
土
地
開
発
公
社
の
業
務
廃
止
、
解
散
及
び
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革

推
進
債
の
発
行
や
不
測
の
事
態
に
備
え
た
基
金
の
積
み
立
て
を
計

画
的
に
実
施
し
、
柔
軟
で
弾
力
的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。
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上
牧
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会（
高
重
幸
平
会
長
）が
実
施

し
た
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
大
会
）が
優
れ
た

活
動
に
あ
た
る
と
し
て
、
今
年
度
の
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

よ
り
「
活
動
賞
」
を
綬
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
会
員
や
地
域
の
高
齢
者
に
向
け
て
の
健
康
づ
く

り（
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
活
動
）と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

全
国
「
活
動
賞
」
を
受
賞

上
牧
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

上
牧
町
自
治
連
合
会
（
三
浦
詔
俊
会
長
）
が
町

内
か
ら
犯
罪
を
な
く
そ
う
と
防
犯
活
動
を
強
化

す
る
運
動
を
今
年
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
10
月
２
日
（
日
）
役
場
玄

関
前
で
町
内
23
自
治
会
の
代
表
が
一
堂
に
そ
ろ

う
防
犯
活
動
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

出
発
式
で
は
今
年
度
の
防
犯
活
動
の
内
容
を

確
認
し
た
後
、
の
ぼ
り
を
手
に
町
内
か
ら
空
き

巣
な
ど
の
犯
罪
被
害
を
な
く
す
た
め
に
「
ガ
ン

バ
ロ
ー
」
と
み
ん
な
で
唱
え
、
い
っ
せ
い
に
町

内
各
地
へ
の
啓
発
活
動
に
出
発
し
ま
し
た
。

自
治
連
合
会
で
は
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

警
察
や
他
の
行
政
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
防
犯

活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

防
犯
活
動
出
発
式

自
治
連
合
会
が

上
牧
小
学
校
・
上
牧
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
た
ち
が
台
風
12
号
で
被
害

を
受
け
た
十
津
川
の
か
た
へ
の
義
援
金
を
学
校
内
で
募
り
、
集
ま
っ
た
義

援
金
を
町
役
場
に
届
け
ま
し
た
。

届
け
ら
れ
た
義
援
金
は
、
十
津
川
へ
、
ま
た
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預

か
り
し
た
義
援
金
は
日
赤
を
通
じ
て
被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

台風12号被害のための
義援金

小中学生が

▲上牧小学校の皆さん

▲上牧中学校生徒会の皆さん
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９
月
24
日（
土
）
２
０
０
０
年
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル
で
健
康
上
牧
21
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
実
行
委
員
会
に
よ
る

「
高
齢
者
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会

場
で
は
奈
良
産
業
大
学
音
楽
部

に
よ
る
演
奏
、
東
大
寺
四
郎
さ
ん
に

よ
る
演
歌
、
手
品
、
琴
と
尺
八
の
演

奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ

ん
は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
懐
か
し
い
歌
を
披
露
し
た
東

大
寺
四
郎
さ
ん
の
声
量
あ
る
歌
に
会

場
の
皆
さ
ん
は
大
満
足
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

健 康 上 牧 21

高齢者の集い

県
内
か
ら
違
反
広
告
を
無
く

そ
う
と
「
ふ
る
さ
と
奈
良
違
反

広
告
物
一
掃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協

働
除
却
隊
」
が
上
牧
町
で
結
成

さ
れ
こ
の
ほ
ど
奈
良
県
の
出
発

式
が
本
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

応
募
さ
れ
た
住
民
の
か
た
で
結

成
す
る
５
組
の
グ
ル
ー
プ
が
協

働
除
却
隊
と
し
て
登
録
、
今
後
、

町
内
各
地
の
違
反
広
告
物
の
撤

去
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

出
発
式
に
は
国
や
県
・
市
町

の
機
関
を
始
め
関
西
電
力
や

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
違
反
広
告
物
の
撤

去
区
活
動
す
る
多
く
の
団
体
が

集
ま
り
、
上
牧
町
で
の
除
却
隊

の
結
成
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

県
内
各
地
で
の
活
動
の
強
化
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
早
速
町
内
で

の
違
反
広
告
物
の
除
去
に
ス
タ

ー
ト
、
手
に
除
去
道
具
を
持
っ

て
電
柱
や
フ
ェ
ン
ス
に
取
り
付

け
ら
れ
た
違
反
広
告
物
を
撤
去

し
て
行
き
ま
し
た
。

協
働
除
却
隊
が
活
動
開
始

違
反
広
告
一
掃
の
た
め
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高
齢
者
向
け

防
災
講
習
会
　
開
催

災
害
時
の
被
災
者
の
多
く
は
高
齢
者
で
す
。

高
齢
者
は
い
ざ
と
い
う
時
に
危
険
を
回

避
す
る
行
動
が
と
れ
な
か
っ
た
り
、
避
難

が
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
災
害

時
に
高
齢
者
の
誰
も
が
知
っ
て
お
き
た
い

知
識
や
支
援
技
術
に
つ
い
て
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

12
月
１
日（
木
）
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
対
象
者

六
十
歳
以
上
の
町
民
の
か
た

▼
内
　
容

実
技
　
救
助
活
動
（
動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

・
講
演
「
災
害
が
お
こ
っ
た
と
き
に
　
あ
な

た
が
支
援
で
き
る
こ
と
は
」

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０
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消
防
車
も
救
急
出
動

西
和
消
防
本
部
で
は
、
早
期
に
傷
病
者

に
対
す
る
適
切
な
救
急
活
動
を
行
う
た

め
、
救
急
車
（
救
急
隊
）
の
み
で
は
困
難
な

事
態
に
備
え
、
一
一
九
番
通
報
を
受
信
す

る
通
信
司
令
課
員
が
一
定
の
基
準
に
よ
り

判
断
し
て
消
防
車
（
消
防
隊
）
を
出
動
さ
せ

救
急
活
動
を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

▼
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン

・
ウ
ー
　
カ
ン
　
カ
ン
　
カ
ン（
サ
イ
レ
ン
音

と
警
鐘
の
併
用
）の
場
合
は
、
火
災
出
動

・
ウ
ー
　
ウ
ー
（
サ
イ
レ
ン
音
の
み
）
の
場
合

は
火
災
以
外
の
緊
急
出
動

▼
消
防
車
が
先
に
到
着
す
る
場
合

救
急
車
を
要
請
し
た
場
合
で
も
、
必
要

に
よ
り
同
時
に
消
防
車
を
出
動
さ
せ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
状
況
に
よ

り
消
防
車
が
救
急
車
よ
り
も
先
に
到
着
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
が
最
大
の
目
的
で
あ
り
、
一

刻
も
早
い
応
急
措
置
を
す
る
た
め
で
す
。

「
救
急
車
は
そ
ち
ら
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

ご
心
配
な
く
」

▼
問
合
先

西
和
消
防
署
救
急
課

73
ー
１
０
０
１

西
和
消
防
組
合
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.seiw

a-fd
.o
r.jp

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

町
税
、
国
保
税
、
後
期
高
齢
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
平
成
23
年
度
分
に
対
し
て

各
納
期
限
第
二
〜
三
期
分
（
９
月
末
現
在
）

が
過
ぎ
て
い
ま
す
。

病
気
や
失
業
な
ど
で
納
期
限
ま
で
に
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
放
置
せ

ず
に
早
め
の
ご
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

理
由
も
な
く
放
置
さ
れ
ま
す
と
、
督
促

手
数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
財
産
の

差
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

納
税
・
納
付
に
よ
り
築
く
信
用
、

滞
納
・
滞
納
処
分
に
よ
り
失
う
信
用

本
年
も
奈
良
県
内
一
斉
滞
納
整
理
強
化

期
間
を
11
・
12
月
に
設
定
し
、
県
内
全
市

町
村
と
県
が
差
押
さ
え
な
ど
集
中
的
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
先

徴
収
課

役
場
内
線
１
２
５
・
１
５
５
番

西
名
阪
自
動
車
道

集
中
工
事
を
行
い
ま
す

お
か
げ
さ
ま
で
西
名
阪
自
動
車
道
は
開

通
四
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
交
通
量
の
増
大
や
車
輌
の

大
型
化
に
伴
っ
て
、
道
路
損
傷
の
進
行
が

著
し
く
、
緊
急
的
・
応
急
的
な
保
守
が
増

加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

高
速
道
路
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
に
「
終
日
車
線
規
制+

夜
間
通
行
止
、

終
日
Ｉ
Ｃ
閉
鎖
」
に
よ
る
集
中
工
事
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
手
当
支
給
額
が

変
り
ま
す

こ
れ
ま
で
子
ど
も
一
人
当
り
月
額
一
万

三
千
円
を
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、
10
月

か
ら
金
額
や
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
か
た
の
要
件
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
支
給
の
対
象

中
学
校
修
了
前
の
児
童（
十

五
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童
）を
養
育
し
て
い
る
か
た
。

▼
子
ど
も
一
人
当
り
の
手
当
月
額

・
０
歳
〜
三
歳
未
満
　
一
万
五
千
円

・
三
歳
〜
小
学
生
第
一
子
・
第
二
子
　
一
万

円
・
三
歳
〜
小
学
生
第
三
子
　
一
万
五
千
円

・
中
学
生
　
一
万
円

▼
新
た
な
支
給
要
件

・
留
学
し
て
い
る
場
合
な
ど
を
除
き
、
子
ど

も
が
国
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と

▼
と
　
き

11
月
27
日
か
ら
12
月
８
日（
土
曜

日
午
前
６
時
か
ら
日
曜
日
の
午
後
８
時
ま

で
を
除
く
）

▼
と
こ
ろ

・
昼
間
車
線
規
制
、
夜
間
通
行
止

松
原
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
天
理
Ｉ
Ｃ
　
上
下
線

・
終
日
Ｉ
Ｃ
閉
鎖

法
隆
寺
Ｉ
Ｃ

名
古
屋
方
面
入
口
　
大
阪
方
面
出
口

▼
問
合
先

西
日
本
高
速
道
路

０
７
２
ー
９
５
５
ー
９
５
８
１

・
児
童
擁
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
子

ど
も
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
設
置
者
に
手

当
を
支
給

・
離
婚
協
議
中
で
別
居
し
て
い
る
場
合
な
ど

は
、
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
人
に
手
当

を
支
給
　
　

特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
い
、
本
年
10

月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
半
年
間
の
子
ど

も
手
当
を
受
け
取
る
た
め
に
は
申
請
が
必

要
で
す
の
で
、
対
象
の
子
ど
も
を
持
つ
全

て
の
か
た
は
、
役
場
福
祉
課
へ
申
請
手
続

き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
公
務
員
の

か
た
は
勤
務
先
で
申
請
）

な
お
、
対
象
者
に
は
後
日
申
請
に
関
す

る
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

福
祉
課

役
場
内
線
１
４
２
番

第
五
回
学
術
市
民
講
座

▼
と
　
き

11
月
26
日（
土
）
午
後
２
時
か
ら

３
時
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

高
田
経
済
会
館
四
階

北
葛
城
地
区
医
師
会
会
議
室

▼
内
　
容
　
講
演
「
正
し
く
知
ろ
う

認
知
症
」

講
師

き
じ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
木
地
達
也
さ
ん

▼
申
込
方
法

北
葛
城
地
区
医
師
会
ま
で
電

話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
三
十
名
）

▼
問
合
先

北
葛
城
地
区
医
師
会

23
ー
２
４
３
１
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来
年
度
入
所
の
保
育
園
児
募
集

来
年
度
の
保
育
所
入
所
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

▼
入
所
基
準

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
基
準

は
、
児
童
の
保
護
者
（
同
居
の
親
族
）
の
い

ず
れ
も
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
に
よ
り
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

・
共
働
き
を
し
て
い
る
か
た
。

・
保
護
者
が
、
日
中
居
宅
内
で
児
童
と
離
れ

て
日
常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
し
て
い
る

か
た
。

・
母
親
が
妊
娠
中
か
出
産
後
間
も
な
い
か
た
。

・
保
護
者
が
病
気
で
あ
っ
た
り
心
身
に
障
害

の
あ
る
場
合

・
長
期
に
わ
た
る
疾
病
や
、
心
身
に
障
害
の

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
開
設

夫
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ
め

と
し
て
職
場
な
ど
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女

性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
中
の
男
女
共
同
参
画
社

会
推
進
委
員
と
法
務
局
職
員
が
次
の
と
お

り
無
料
・
秘
密
厳
守
で
電
話
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
14
日
（
月
）
か
ら
20
日
（
日
）

ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７

時
ま
で
と
土
、
日
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。

▼
対
　
象

県
内
在
住
の
女
性

▼
相
談
員

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員（
人
権
擁
護

委
員
）と
法
務
局
職
員

▼
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
問
合
先

福
祉
課

役
場
内
線
１
４
５
番

あ
る
か
た
の
看
護
を
常
時
し
て
い
る
場
合

・
そ
の
他
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

年
度
途
中
で
も
福
祉
課
に
て
随
時
受
付

を
し
て
い
ま
す
。
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場

合
は
、
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
　
象

本
年
９
月
30
日
以
前
に
生
れ
た

乳
幼
児

▼
募
　
集

各
年
齢
若
干
名
（
保
育
所
に
よ

り
人
数
が
異
な
り
ま
す
）

▼
受
付
期
間

11
月
１
日（
火
）か
ら
30
日（
水
）

ま
で

▼
受
付
場
所

役
場
福
祉
課
、
第
一
保
育
所
、

慈
光
保
育
園
、
西
大
和
黎
明
保
育
園
、
や

ま
び
こ
保
育
園

▼
問
合
先

福
祉
課

役
場
内
線
１
４
４
番

文
化
協
会
作
品
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
の
発
表
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

☆
中
央
公
民
館

11
月
８
日（
火
）か
ら
12
月
６
日（
火
）ま
で

・
春
陽
筆
ペ
ン
レ
ッ
ス
ン

（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
ま
き
の
は
陶
芸
ク
ラ
ブ
　
水
曜
日
組

（
陳
列
ケ
ー
ス
）

☆
役
　
場
　
来
年
１
月
10
日（
火
）ま
で

・
ア
ト
リ
エ
28

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館

76
ー
３
６
１
０

定
例
会
は
12
月
５
日
か
ら

第
四
回
上
牧
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月

５
日（
月
）の
午
前
10
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

日
程
に
つ
い
て
は
12
月
１
日
（
木
）
の
議
会

運
営
委
員
会
で
決
り
ま
す
。

▼
問
合
先

議
会
事
務
局

役
場
内
線
３
０
４
番

　
こ
こ
が
塾
と
異
な
り
ま
す
。 

１
　孫
の
よ
う
に
愛
情
を
も
っ
て
指
導 

２
　手
取
り
、
足
取
り
の
指
導 

３
　格
安
な
月
謝
、
定
員
７
人
制 

４
　二
週
間
の
体
験
学
習 

　 　
脳
梗
塞
を
患
っ
て
い
る
私
は
生
き
甲
斐

と
し
て
上
牧
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
に
加
入
し
成
人
に
英
語
を
指
導
ま
た
ア

メ
リ
カ
人
（
大
教
大
講
師
）
に
は
会
話
の
指

導
を
願
っ
て
い
ま
す
。
又
上
牧
中
学
校
で

は
発
足
時
か
ら
放
課
後
学
習
で
英
語
、
数

学
を
指
導
し
て
い
ま
す
。 

　
塾
の
商
売
は
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
で
す
。
塾

が
儲
か
れ
ば（
生
徒
が
増
え
れ
ば
）一
人
一
人

へ
の
き
め
細
か
い
指
導
は
不
可
能
で
す
。 

　
私
は
机
を
片
仮
名
の
コ
に
並
べ
そ
の
真

ん
中
に
座
る
た
め
個
々
の
ノ
ー
ト
の
確
認

が
そ
の
都
度
可
能
。
目
配
り
、
気
配
り
、

心
配
り
（
心
配
と
読
ま
な
い
で
下
さ
い
）
も

可
能
で
き
め
細
か
い
指
導
が
で
き
父
兄
か

ら
寺
子
屋
の
雰
囲
気
で
す
ね
と
言
わ
れ
る

所
以
で
す
。
そ
し
て
時
々
、
商
社
勤
務
時

代
の
海
外
生
活
で
の
経
験
談
を
し
て
勉
強

に
飽
き
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

 

　
中
学
１
、２
年
生 

週
２
回
各
２
時
間
　
英
数
理
社
　
１
万
２
千
円 

　
小
学
５
、６
年
生 

週
２
回
各
１
時
間
　
算
国
　
　
５
千
円 

（
上
牧
小
学
校
３
人
の
児
童
に
は
成
績
優

秀
に
つ
き
特
別
授
業
。
２
時
間
に
延
長

し
て
難
関
私
立
中
学
校
入
試
に
対
応
併

せ
て
英
語
も
指
導
。
月
謝
据
え
置
き
） 

 

電
話

０
７
４
５
―

３
２
―

９
２
８
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
台
　
金
澤 

寺
子
屋
か
ら
募
集 

ご
存
じ
で
す
か
　
な
ら
犯
罪

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

事
件
や
事
故
の
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
が

原
因
で
、
恐
ろ
し
く
て
外
出
出
来
な
い
・

良
く
眠
れ
な
い
、
悪
夢
を
み
る
・
現
実
だ

と
い
う
感
覚
が
な
い
・
何
を
す
る
気
力
も

な
い
・
以
前
の
生
活
に
戻
れ
な
い
、
な
ど
、

一
人
で
な
や
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

な
ら
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

被
害
者
や
ご
家
族
か
ら
相
談
に
応
じ
る
民

間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。

０
７
４
２
ー
24
ー
０
７
８
３

月
〜
水
、
金
・
土
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
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介
護
保
険
対
象
者

税
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

☆
控
除
の
手
続
き

高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
施
行
令
、

地
方
自
治
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
り
、
ま

た
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
る
か
た
や
身
体
障
が
い
者
に
準
ず

る
か
た
な
ど
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る

か
た
が
た
も
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
所
得
税
と
住
民
税
の
課
税

所
得
の
計
算
に
あ
た
っ
て
、
所
得
金
額
か

ら
一
定
額
を
控
除
さ
れ
ま
す
）

介
護
保
険
の
対
象
者
に
つ
い
て
も
同
様

に
税
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
に
は
、
障
が
い
者
に
準

ず
る
と
認
定
さ
れ
た
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

☆
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
受
け

ら
れ
る
対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
が
対

男
性
料
理
教
室

初
心
者
向
け

冬
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
て
お
い
し
い

料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
主
催
　
上
牧
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

▼
と
　
き

12
月
１
日（
木
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
調
理
実
習
室

▼
メ
ニ
ュ
ー

ぶ
り
大
根
、
豚
汁
、
ほ
う
れ

体
力
測
定
を
実
施

「
健
康
上
牧
21
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
」
で
は
、

高
齢
者
の
体
力
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
28
日（
月
）
午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
ホ

ー
ル
・
中
庭

▼
対
象
者

六
十
歳
以
上
の
か
た

▼
内
　
容

握
力
、
長
座
体
前
掘
、
上
体
起

こ
し
、
開
眼
片
足
立
ち
、
十
ｍ
障
害
物
歩

行
、
六
分
間
歩
行
の
六
種
目

▼
申
込
方
法

11
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
、
シ

ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
の
か
た
は
地
区
会
長

へ
、
一
般
の
か
た
は
生
き
活
き
対
策
課
ま

で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

昨
年
参
加
さ
れ
た
か
た
で
、
体
力
測
定

記
録
表
を
お
持
ち
の
か
た
は
当
日
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
奈
良
県
多

重
債
務
者
無
料
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

11
月
23
日
（
祝
）
27
日

（
日
）
午
後
１
時
か
ら
か
ら
４
ま
で
。
奈
良

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
奈
良
市
）

11
月
26
日（
土
）
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。

奈
良
県
産
業
会
館
（
大
和
高
田
市
）

他
県
内
十
五
か
所

▼
申
込
方
法

予
約
制
。
11
月
７
日
よ
り
電

話
で
奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

当
日
空
き
が
あ
る
場
合
も
受
け
付
け
ま

す
が
産
業
会
館
は
当
日
電
話
で
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先

奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
７
４
２
ー
27
ー
０
６
２
１

消
費
生
活
相
談
　
河
合
町
で

も
受
け
ら
れ
ま
す

こ
の
ほ
ど
上
牧
町
と
河
合
町
の
消
費
生

活
相
談
が
広
域
連
携
し
、
両
町
の
住
民
の

か
た
は
ど
ち
ら
の
相
談
室
で
も
相
談
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

・
毎
週
月
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で

河
合
町
役
場
二
階
相
談
室

・
毎
週
火
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で

上
牧
町
役
場
一
階
相
談
室

・
毎
週
水
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

象
と
な
り
ま
す
。

満
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
で

・
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
か
た

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
険
福

祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

・
知
的
障
が
い
者
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い

か
た

・
本
人
や
そ
の
扶
養
者
が
所
得
控
除
な
ど
の

対
象
と
な
る
か
た

認
定
は
要
介
護
度
の
み
で
一
律
に
判
定

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
で
に
「
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
で
控

除
を
受
け
て
い
る
か
た
」
や
「
本
人
や
扶

養
者
が
非
課
税
で
申
告
を
す
る
必
要
が
な

い
か
た
」
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
生
き
活
き
対
策
課
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
窓
口

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０

ん
草
の
白
和
え
、
り
ん
ご
の
コ
ン
ポ
ー
ト

▼
対
象
者

男
性
、
料
理
初
心
者
の
か
た
十
名

▼
材
料
費

三
百
円

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法

11
月
７
日（
月
）
か
ら
生
き
活

き
対
策
課
窓
口
か
電
話
で
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０

０
時
30
分
ま
で

河
合
町
役
場
二
階
相
談
室

・
毎
週
木
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

０
時
30
分
ま
で

上
牧
町
役
場
一
階
相
談
室

（
相
談
日
が
祝
日
の
場
合
は
休
み
ま
す
）

相
談
は
来
室
や
電
話
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

相
談
さ
れ
る
か
た
は
閉
室
時
間
の
30
分

前
ま
で
に
来
室
し
、
受
付
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

電
話

上
牧
町
　

76
ー
１
０
０
１

河
合
町
　

57
ー
０
２
０
０

▼
問
合
先

秘
書
課
　

役
場
内
線
２
９
８
番
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一昨年に新型インフルエンザが
流行したのは記憶に新しいと思い
ます。日本人は諸外国と比較して、
感染症などの病気を予防する意識
が高いです。正しい予防対策をと
られ、病気にかからずに済んだか
たもおられるのではないでしょう
か。引き続いて正しい予防対策を
とり、ご自身や家族を感染症から
守りましょう。
予防対策は、手洗いうがいが基

本ですのでご紹介します。
★手洗いの方法
・流水と石鹸で30秒以上かけて洗
いましょう。
・てのひら、爪や指の間もこすります。30秒以上流水で流しましょう。
・洗った後は、清潔なタオルや使い捨てのペーパータオルで水分を充分拭き取ります。

い
き
い
き
教
室
を
開
催

11
・
12
月
の
テ
ー
マ
は
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
で
す
。

足
は
第
二
の
心
臓
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
習
慣
を
つ

け
、
い
き
い
き
と
元
気
に
、
は
つ
ら

つ
と
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
、
健
康
運
動
指
導
士
が
皆

さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

・
11
月
22
日（
火
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
お

話
・
楽
し
め
る
運
動
な
ど

・
11
月
29
日（
火
）
正
し
い
歩
き
方
を
実

践
し
ま
し
ょ
う

・
12
月
１
日（
木
）
足
腰
の
筋
力
ア
ッ
プ

講
座

・
12
月
６
日（
火
）
屋
外
で
の
実
践
（
平

坦
コ
ー
ス
）

・
12
月
12
日（
月
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
実
践

・
12
月
20
日（
火
）
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・

楽
し
め
る
運
動

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

▼
対
象
者

四
十
歳
以
上
の
か
た
で
、
医

師
に
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
な
い
か

た
。
足
腰
に
痛
み
が
な
い
か
た
。

▼
申
込
方
法

11
月
４
日（
金
）
午
前
８

時
30
分
よ
り
電
話
か
生
き
活
き
対
策
課

窓
口
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●本格的な冬は目前！感染症を予防！●

まず手指を流水で 
ぬらす 

親指をもう片方の 
手で包みこする 

指先でもう片方の 
手の平をこする 

必要な場合は、爪 
ブラシを使って指 
先を洗う 

両手首までていね 
いにこする 

流水でよくすすぐ 

石けん液をとり出 
す 

手の平と手の平を 
こすり、よく泡立 
てる 

手の甲をもう片方 
の手の平でこする 

指を組んで両手の 
指の間をこする 

正しい手洗いの方法の図 

★うがいの方法
のども手と同じように外の空気に直接さらされる部分です。のどは細菌などを体の中に進入させない働きを

持っていることから、驚くほどの細菌などが付着しています。細菌などを取り除くためには適切な方法による
うがいが必要です。
・うがいをしやすい量（約20ml）の水やうがい薬を希釈したものか、お茶（お茶には殺菌作用があり、意外と効
果的です）を準備します。
・まず、残った食べ物や口の中の汚れを取り除く目的で、口に含んで強く「ブクブク」とうがいをします。
・次に上を向いてのどの奥まで液が回るように15秒程度「ガラガラ」とうがいをします。
・これを三回以上繰り返します。
正しい手洗い、うがいを実践するだけでも、感染症の予防につながります。この冬も元気に過ごせるように

しましょう。
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●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

★乳児（３・10ヵ月児）健康診査
３ヵ月児
と　き：11月10日（木)
午後１時から１時30分まで受付
対象者：平成23年７月14日から８月
10日生まれ。

10ヵ月児
と　き：11月10日（木)
時間は個人通知します
対象者：平成22年12月14日から平成
23年１月10日生まれ。

★１歳８ヵ月児健康診査
と　き：11月30日（水)
午後１時から１時30分まで受付
対象者：平成22年３月13日から４
月30日生まれ。

と き：11月16日（水)・12月1日（木)
午後１時20分から２時20分まで受付
対象者：生後３ヵ月から７歳６ヵ
月未満でまだ２回接種していな
いかた。未接種の兄弟姉妹がい
るかたはなるべく一緒に接種し
てください。また、１回目と２
回目は41日以上あけてください。

持参品：母子健康手帳

※昭和50～52年生まれの成人
ポリオ（費用1,000円）も同時に
しています。

持参品：印鑑と生年月日のわかる
保険証、免許証など（当日、同
意書と予診票を会場で記入して
もらいます）母子健康手帳をお
持ちのかたはご持参下さい。お
持ちでないかたは接種済証をお

★乳児相談
と き：11月８日（火）
午後１時30分から３時まで受付
対象者：１歳になるまでの乳児と
保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・
離乳食など）。午後２時から２時
30分は交流会を行います（ふれあ
い遊び、保健師のお話：テーマ
「冬に気を付けたい病気」、保護者
の交流）。交流会の時間は、計測
を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：11月25日（金）
午前９時から11時までと午後１
時30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児
と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て
など）。

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：11月25日（金)【要予約】
午前９時から11時30分までと
午後１時30分から４時まで受付
糖尿病・高血圧・高脂血症・禁
煙・生活習慣を改善したいなど、何
でもお気軽にご相談ください。

対象者には個人通知します。

渡しします。
※発熱者、下痢をしているかた、
妊娠しているかたは接種できま
せん。

★胃がん検診
と　き：11月７日（月)
午前９時から11時まで

対象者：今年度35歳以上のかた（1977
年３月31日以前の生まれのかた）

定　員：先着100名【要予約】
費　用：1,000円

（75歳以上のかたは500円）
申込方法：電話か生き活き対策課窓
口で随時お申し込みください。

★乳がん検診（集団）
と　き：11月17日（木）
①午前９時から９時30分まで
②午前９時30分から10時まで
③午前10時30分から11時まで
④午前11時から11時30分まで
（①から④の中から希望の時間を
選べます。）

対象者：40歳以上（1971年12月
31日以前生まれ）で誕生年が西
暦奇数年生まれのかた

検査方法：視触診・マンモグラフィ
定　員：先着50名【要予約】
費　用：1,000円（75歳以上は500円）
申込方法：11月4日（金）
午前８時30分から電話か生き活き
対策課窓口でお申し込みください。

※がん検診は生活保護世帯のかた
は無料です。生活保護世帯のかた
は事前に自己負担金免除申請を生
き活き対策課で行ってください。

帽
子
作
り

参
加
者
募
集

寒
い
冬
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

温
か
い
帽
子
を
編
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
平
行
四
辺
形
に
編
ん
で
と
じ
合

わ
せ
る
だ
け
で
、
か
わ
い
い
帽
子
が

出
来
上
が
り
ま
す
。
す
こ
や
か
サ
ポ

ー
タ
ー
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
14
日（
月
）・
21
日（
月
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
。
両
日
と
も

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
保
健
指
導
室

▼
募
集
人
数

十
名

▼
参
加
費

無
料

▼
持
ち
物

毛
糸
並
太
百
十
ｇ
ぐ
ら
い
、

八
号
棒
針
二
本
、
と
じ
針

▼
申
込
方
法

11
月
４
日（
金
）
午
前
８

時
30
分
よ
り
電
話
か
生
き
活
き
対
策
課

窓
口
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査

▼
と
　
き

11
月
７
日
（
月
）
・
17
日

（
木
）・
29
日（
火
）

▼
対
象
者

四
十
歳
以
上
七
十
四
歳
未
満

で
国
民
健
康
保
健
加
入
者
と
七
十
五
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
。

▼
費
　
用

五
百
円
。
無
料
で
骨
密
度
検

査
も
実
施
し
ま
す
。

▼
申
込
先

役
場
保
険
年
金
課
（

76
―

１
０
０
１

内
線
１
２
２
番
）へ
電
話

か
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



過去のトラブルの被害救済は簡単にはできません！！ 

ニセモノです！ 
「国民生活センター」から郵送される「お知らせパンフレット」 
　過去に未公開株や社債などの投資トラブルにあった人に、国民生活センターが作成し

たかのような、ニセモノのパンフレットが郵送されてくる事例が報告されています。 

 

＜過去のトラブルを救済するかのように見せかけて…＞ 

　送られてきたパンフレットは、国民生活センターのホームページの抜粋を掲載しながら、未公

開株トラブルの被害者にニセの電話番号に相談するよう誘導する内容です。 

　パンフレットには実在する未公開株販売事業者が掲載されています。これらの事業者から未公

開株などを購入した人が驚いて、ニセの国民生活センターの電話番号に電話をしてしまうと、新

たな契約をすすめられ、二次被害にあうという可能性も考えられます。ニセパンフレットの詳し

い内容は、国民生活センターのホームページに掲載されています。 

 （インターネットで国民生活センターのホームページにアクセスし、検索欄に、パンフレットと

入力してください。） 

  

＜過去のトラブルは簡単には救済できません＞ 

　このようなパンフレットの送付だけでなく 

 　・以前購入した未公開株や社債を買い取る 

 　・過去に買った土地の測量をしないと売却できないので、測量しないか 

 　・過去に買った土地を高値で売却するためには広告が必要、広告を作成しないか 

 　・過去に申し込んで、途中でやめてしまった資格取得講座を再開しないか 

 など、いろんな誘い文句で、過去にトラブルにあって受けた損害を取り戻すよう誘ってきます。  

「うまい儲け話はない！」と同じように「簡単に被害回復はできない！」のです。 

　安易に誘い文句に乗らず、少しでも「怪しい」「簡単に儲かる？被害回復できるの？」と疑問

に思ったら、まずは消費生活相談室に相談してください。来庁でも電話でも相談できます。もち

ろん相談内容や個人情報は厳守します。お気軽に相談ください。 

  

＜平成23年10月１日より、消費生活相談が河合町と広域連携し、相談日が増えました＞ 

　10月１日より、上牧町在住の方でも、河合町の消費生活相談室も利用できるようになりました。

16ページに掲載されている月曜から木曜の相談日なら、いつでも来庁または電話で相談可能です。

消費生活に関して不安を感じたり疑問に思うことがある時は、一人で悩まず相談してください。 
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●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5） 0745－78－9903

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

１
２

３

4

５

６

７

8

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

11月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

新 刊 紹 介

一寸先は光
谷口桂子著・講談社

邪馬台国と纒向遺跡
奈良県立図書情報館編・学生社

邪馬台国の所在地
については諸説あ
りますが結論は未
だ出ていません。
本書では、二年前
大形建築群の遺跡
が見つかった桜井
市の纒向遺跡と邪
馬台国との関連を
考察しています。

★11月のお話会ピーターパン★

15日（火）
午前10時30分から

12日（土）・26日（土）
午後２時から

・町立図書館ホームページで
蔵書検索ができます。

http://www5.ocn.ne.jp/̃ kanmaki/

・本、AV資料は期限内に返却
しましょう。

・図書館の開館時間
午前９時から午後５時まで。

◆上牧町ホームページ◆
・http://www1.ocn.ne . jp/̃kanmaki/
・Eメール kanmak i＠p l um .ocn . ne . j p

咲くも咲かぬも花嫁修行
阿川佐和子著・東京書籍

一見平和な社会の
影で何が起ってい
るのか。主人公の
青年子爵が殺人事
件の謎を追う中で
たどり着いた衝撃
の真実。昭和初期
の華族世界を舞台
に繰り広げられる
ミステリー小説。

ロマンス
柳広司著・文藝春秋

みんなで線
路をつない
でどんどん
のばしたら
次は列車を
つないでみ
よう。新幹
線やブルー

トレインもつないでみんなでどこ
までいけるかな？楽しいお話の絵
本です。（児童書）

せんろはつづくどこまでつづく
鈴木まもる著・金の星社

花嫁修業という言
葉も最近ではあま
り使いませんが、
著者は花嫁修業と
銘打ってお茶にお
花、やきものから
盆栽まで幅広い御
稽古ごとに挑戦。
その顛末を綴った
エッセイ集です。

40代で孤独死し
た女性の部屋を、
遺品整理の仕事
で片付けるなか
でわき上がって
くる思い、もし
これが私なら…。
現在の孤立社会
の危うさと無縁
をテーマにした
小説です。

廃車 買取 車検 損保 

(有)グローバル通商 
TEL 0745-78-2961　FAX 0745-78-2968

自動車商許可　No. 641170000353

日本興亜損害保険代理店 

・2001cc以上　￥15,000～　・1401cc～2000cc　￥10,000～ 

・1400cc以下　￥　5,000～　・軽自動車　　　　　　　￥　3,000～ 

●廃車にお金を払っておられませんか？ 
廃車処分料、廃車登録料すべて無料！更に以下の価格で買取ります！ 

●良車は高く買取ります。又、車検も安くさせてもらいます。 
●自動車保険・自賠責保険・傷害保険・火災保険その他 
　損害保険全般　お見積ご加入は24時間受付！ 

（
広
告
）

町
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
本
の

予
約
や
利
用
状
況
の
確
認
な
ど
が
で
き
ま
す
。

利
用
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
登
録
方
法

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
免
許
証
・
保

険
証
・
学
生
証
な
ど
）
と
利
用
者
カ
ー
ド

（
す
で
に
お
持
ち
の
か
た
）
を
持
参
し
て
図

書
館
受
付
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

図
書
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
か
た
は

そ
の
際
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

登
録
に
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
記
入
が

必
要
で
す
。

▼
対
象
者

中
学
生
以
上
の
か
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
蔵
書
の
予
約



16
かんまき 2011.11.

 

世帯数....................9,737(＋３)

男　性.................11,464(－８)

女　性.................12,554(－７)

合　計.................24,018(－15)
（ ）は前月比

平
成
23
年
９
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い

し
ま
す
。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士

と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください

76ー1001 役場内線298番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士

と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください

0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。

当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：役所の仕事について全般

問合先：秘書課　 役場内線222番

●人権相談
担　当：人権擁護委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：人権問題全般

問合先：福祉課　 役場内線145番

●納税相談
担　当：徴税吏員
と　き：毎月第二水曜日　午後1時～3時30分
ところ：役場１階　徴収課
定　員：先着申込順5名
内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について
申込・問合先：

役場徴収課へ事前に電話で申し込ん
でください。（相談日の1週間前から
申込受付。） 役場内線125番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日 午後1時～5時
毎週木曜日 午前8時30分～午後0時30分
（上記共、祝日は除く）

ところ：上牧町役場１階相談室

と　き：毎週月曜日 午後1時～5時
毎週水曜日 午前8時30分～午後0時30分
（上記共、祝日は除く）

ところ：河合町役場二階相談室

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題
問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事
と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時
相　談：電話による相談　 役場内線119番
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー
内　容：教育問題全般

ところ：①上牧中学校
と　き：11月４･25日、12月９日　午前11時～午後５時
申込先：上牧中学校　 76ー5479

ところ：②上牧第二中学校
と　き：11月11日、12月２日　午前11時～午後５時
申込先：上牧第二中学校　 72ー3700

問合先：教育総務課　 役場内線119番

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまきかんまき
上牧町役場秘書課　0745－76－1001
掲載料：1枠 1万円／2枠 2万円
（この見本の大きさは１枠です）

見本
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